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九
月
市
議
会
が
終
わ

り
ま
し
た
。

　
九
月
二
日
か
ら
二
十

四
日
の
日
程
で
行
わ
れ

補
正
予
算
、
水
道
・
交
通

決
算
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
　

　
約
十
億
円
の
補
正
予

算
の
う
ち
約
一
億
数
千

万
円
し
か
使
え
な
い
。

残
り
は
基
金
に
回
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う

非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。
　
し
か
し
、
そ
の
な

か
で
も
日
本
共
産
党
な

ど
が
長
年
に
わ
た
っ
て

要
求
し
て
き
た
児
童
館

（
児
童
セ
ン
タ
ー
）
が
来

年
四
月
か
ら
開
設
。
第

三
子
以
降
の
保
育
料
無

料
化
、
所
得
に
よ
り
半

額
（
県
制
度
）。
母
子
世

帯
の
高
度
技
術
取
得
補

助
制
度
な
ど
一
定
の
少

子
化
対
策
が
強
化
さ
れ

た
議
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
錦
帯
橋
の
架
け
替
え

完
成
で
料
金
を
220
円
か

ら
300
円
に
値
上
げ
す
る

事
に
つ
い
て
は
、「
料
金

据
え
置
き
修
正
案
」
を
、

議
案
提
出
権
を
使
っ
て

提
起
し
ま
し
た
。

　
他
の
議
員
の
賛
成
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党
の
大
西

議
員
団
長
が
20
年
前
に

当
時
唯
一
の
女
性
議
員

と
し
て
岩
国
市
議
会
へ

進
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
以
来
日
本

共
産
党
は
た
び
た
び
こ

の
児
童
館
の
問
題
を
議

会
で
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
新
日
本
婦

人
の
会
、
岩
国
母
親
大

会
な
ど
の
民
主
団
体

も
、
署
名
運
動
を
行
う

な
ど
実
現
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
国
か
ら

格
安
で
払
い
下
げ
を
受

け
た
、
桂
町
ア
メ
ニ

テ
ィ
タ
ウ
ン
に
あ
る

「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
岩
国
」

を
使
っ
て
、
来
年
度
か

ら
の
開
設
の
た
め
の
改

装
費
が
一
千
九
百
万
円

組
ま
れ
ま
し
た
。
市
の

計
画
で
は
単
な
る
児
童

館
で
は
な
く
、
セ
ン

タ
ー
的
機
能
を
持
た
せ

て
指
導
員
の
養
成
や
情

報
誌
の
発
行
。
ま
た
小

学
校
三
年
生
程
度
ま
で

が
、
自
由
に
遊
べ
る
プ

レ
イ
ル
ー
ム
と
か
を

考
え
て
い
る
と
の
事

で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
三
人

程
度
の
指
導
員
。
一

〜
二
人
の
補
助
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ア
も
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
と
し

て
、
第
三
子
以
降
の
保

育
料
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

無
料
ま
た
は
半
額
に
な

り
ま
す
。（
県
制
度
）

　
無
条
件
に
第
三
子
以

降
を
無
料
に
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
　
　
　

　
た
だ
し
所
得
税
が
年

額
６
４
、
０
０
０
円
以

上
の
世
帯
は
半
額
と

い
う
事
で
す
。
今
年

の
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
適
用
。

　
無
認
可
保
育
所
へ

通
う
保
育
に
か
け
る

第
三
子
に
つ
い
て
は

保
育
料
の
半
額
、
年

額
五
万
円
が
限
度
額

で
す
。

　
看
護
師
、
保
育
士
な

ど
の
高
度
技
能
訓
練
を

受
け
る
た
め
に
12
ヶ

月
を
限
度
に
補
助
。
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集
会
所
の
減
免
は
可
能

集
会
所
の
建
設

費
補
助
は
調
査

研
究
す
る

相
談
窓
口
を

　
岩
国
市
内
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
急

増
に
つ
い
て
建
設
の
現
状
は
、
平
成

元
年
か
ら
14
年
度
ま
で
に
８
階
建
て

以
上
が
14
棟
806
戸
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
と
っ
て

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
は
重
要
と
し
て
、

消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
本
格
的
な

行
政
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
日

照
権
、
景
観
、
電
波
障
害
な
ど
の
地
域

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
。
ま
た
、
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
者
と
販
売
業
者
の
問
題
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
運
営
管
理
を
め
ぐ
る

共
益
費
、修
繕
積
立
金
な
ど
た
く
さ
ん

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
相
談
窓
口
の
設

置
を
要
求
し
ま
し
た
。

答
弁
　
商
工
課
で
対
応
す
る

答
弁
　
商
工
課
で
対
応
す
る

答
弁
　
商
工
課
で
対
応
す
る

答
弁
　
商
工
課
で
対
応
す
る

答
弁
　
商
工
課
で
対
応
す
る
。

　
現
在
市
内
各
所
に
自
治
会
の
集
会
所

が
あ
り
ま
す
。こ
の
土
地
や
建
物
へ
の

固
定
資
産
税
が
、
岩
国

市
税
条
例
に
よ
っ
て

「
公
益
の
た
め
に
直
接

占
有
す
る
固
定
資
産
」

と
し
て
免
除
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
藤
本
議
員
は
全
国
の

例
も
挙
げ
マ
ン
シ
ョ
ン

の
集
会
所
も
免
除
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
質

問
し
ま
し
た
。

答
弁
答
弁
答
弁
答
弁
答
弁
　
マ
ン
シ
ョ
ン
集

会
所
は
区
分
所
有
者
の

共
有
と
な
っ
て
い
る
の

で
減
免
は
で
き
な
い

が
、「
当
該
集
会
所
が

自
治
会
等
の
地
縁
団
体

で
所
有
す
る
場
合
な
ど

で
公
共
性
、
公
益
性
が

確
保
さ
れ
れ
ば
、
減
免

措
置
を
取
る
こ
と
も
可

能
」
と
答
弁
。
　

　
集
会
所
へ
の
建
設

費
・
修
繕
費
の
補
助
に

つ
い
て
は
、

新
築
の
場

合
500

万
、

修
繕
の
場

合
100
万
か

ら
150
万
を

限
度
に
、

工
事
費
の

３
分
の
１

を
補
助
し

て
い
る
。

　
他
の
自
治
体
で
補
助

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
調
査
研
究
さ
せ

て
く
れ
と
答
弁
。

昭和町ー藤生線など昭和町ー藤生線など昭和町ー藤生線など昭和町ー藤生線など昭和町ー藤生線など

　　基地跡地返還の進捗は　　基地跡地返還の進捗は　　基地跡地返還の進捗は　　基地跡地返還の進捗は　　基地跡地返還の進捗は
KC
130
空

中
給
油

機
受
け

入
れ
に

伴
う
９

項
目
要

請
の
う

ち
、
昭
和
町
・
藤
生
線
な
ど
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
基
地
跡
地
返
還
問
題
の
進
捗
状
況

を
正
し
ま
し
た
が
、
広
島
防
衛
施
設
局

と
調
整
中
と
の
事
で
進
展
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　　
平
成
６
年
10
月
か
ら

小
瀬
・
錦
帯
橋
間
、
北

河
内
・
錦
帯
橋
間
、
柱

野
・
通
津
・
国
病
間
の

三
路
線
を
「
福
祉
バ

ス
」
が
週
一
〜
二
回
運

行
さ
れ
、
年
間
６
１
８

９
人
も
の
お
年
寄
り
に

利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
乗
車
対

象
が
70
歳
以
上
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
定
年

に
な
っ
て
故
郷
へ

帰
っ
て
「
山
を
守
っ

て
頑
張
っ
て
居
ら
れ

る
」
運
転
免
許
も
車

も
持
た
な
い
人
が

困
っ
て
い
る
。

　
藤
本
議
員
は
過
疎

対
策
と
し
て
、
対
象

年
齢
を
広
げ
よ
と
追

求
。
当
局
は

当
局
は

当
局
は

当
局
は

当
局
は
「
難
し

「
難
し

「
難
し

「
難
し

「
難
し

い
」
い
」
い
」
い
」
い
」
と
冷
た
い
答
弁

と
冷
た
い
答
弁

と
冷
た
い
答
弁

と
冷
た
い
答
弁

と
冷
た
い
答
弁
。

　

遅々として進まない川下の現場
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衆
議
院
選
挙

　
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク

へ
の
軍
事
攻
撃
を
、
世

界
の
反
戦
世
論
を
無
視

し
て
行
い
多
く
の
市
民

の
犠
牲
が
出
た
。
イ
ラ

ク
で
の
治
安
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
、
暴
力

が
新
た
な
暴
力
を
生
ん

で
い
る
。

　
イ
ラ
ク
攻
撃
に
在
日

米
軍
基
地
か
ら
、
一
万

人
が
出
撃
し
た
。
岩
国

か
ら
の
出
撃
は
ど
う

か
、
岩
国
基
地
に
テ
ロ

が
仕
掛
け
れ
れ
ば
多
く

の
市
民
の
犠
牲
が
出
る

危
険
が
あ
る
。

　
ま
た
イ
ラ
ク
へ
の
自

衛
隊
の
派
遣
で
は
な
く
、

人
道
的
な
イ
ラ
ク
復
興

に
限
定
す
べ
き
と
思
う

が
と
市
長
の
見
解
を
問

い
ま
し
た
。

　
市
長
は

市
長
は

市
長
は

市
長
は

市
長
は
「
岩
国
基
地

か
ら
の
イ
ラ
ク
へ
の
出

撃
は
、
情
報
を
得
ら
れ

な
い
」
イ
ラ
ク
特
措
法

で
の
自
衛
隊
の
派
兵
に

つ
い
て
に
つ
い
て
は

　
安
保
条
約
の
提
供
施

設
で
も
な
い
岩
国
港

を
、
ま
る
で
提
供
施
設

で
あ
る
か
の
よ
う
に
入

港
を
繰
り
返
す
、
米
軍

関
係
艦
船
の
岩
国
港
入

港
を
拒
否
せ
よ
と
追
及

「
市
と
し
て
は
国
防
と
い

う
国
策
に
協
力
す
る
立

場
に
あ
る
の
で
、「
拒
否

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　
１
９
５
９
年
か
ら
１

９
６
６
年
ま
で
岩
国
基

地
沖
に
、
核
兵
器
を
積

ん
だ
米
海
軍
揚
陸
艦

（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）
が
停
泊
し
て

い
た
こ
と
が
、
改
め
て

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
を
求
め
る
と
と

も
に
、
根
底
に
あ
る
核

密
約
に
対
し
て
岩
国
市

の
態
度
を
鮮
明
に
す
る

た
め
に
「
岩
国
基
地
を

核
兵
器
が
通
過
す
る
こ

と
に
反
対
の
態
度
を
明

言
せ
よ
」
と
迫
り
ま
し

た
が
、
当
局
は
、
市
民

の
生
活
を
脅
か
せ
ば

「
国
に
も
物
を
言
う
」

と
の
答
弁
で
ノ
ー
と
は

明
言
な
し
。

　
日
本
共
産
党
は
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
に
、
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
（
政
党
名
投
票
）
の
現
有

議
席
確
保
の
上
さ
ら
に
上
積
み
、
山
口
二
区
選
挙

区
で
も
大
躍
進
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。
消
費
税

引
き
上
げ
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
戦
い
で
す
。

　

衆
議
院
議
員

前
山
口
県
議
会
議
員

党
山
口
県
基
地
対
策
部
長

「
イ
ラ
ク
特
措
法
が
成
立

し
て
お
り
ま
す
。
政
府

が
適
切
に
判
断
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
」
と

答
弁
。



　(４)   2003.10.3        日本共産党　藤本ひろしの市議会報告　　　　　NONONONONO　２　２　２　２　２

　

患
者
輸
送
艇
購
入

運
動
公
園
用
地
購
入

　
総
務

常
任
委

員
会
に

は
補
正

予
算
の

内
所
管

分
を
含

め
、
審

議
会
の

見
直
し

条
例
、

患
者
輸

送
船
の

購
入
、

運
動
公

園
用
地

の

購

入
、
永

住
外
国

人
の
選

挙
権
を

付
与
す

る

陳

情
、
地

方
債
残

高
見
込

み
等
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
審
議
会
見
直
し
条
例

は
現
在
110
あ
る
各
種
審

議
会
を
整
理
統
合
す
る

も
の
で
す
。

　
今
回
６
つ
の
審
議
会

が
廃
止
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
審
議
会
が
市
民
会

議
へ
移
行
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
藤
本
議
員
は
、
環
境

審
議
会
条
例
と
図
書
館

協
議
会
条
例
に
つ
い
て

廃
止
を
見
直
す
べ
き
と

追
及
。
環
境
問
題
は
大

気
汚
染
や
公
害
問
題
な

ど
市
制
の
重
要
問
題
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
国
も
抜
本
的
に
方
向

を
見
直
す
と
重
視
し
て

い
る
。
と
指
摘

　
図
書
館
協
議
会

　　
岩
国
市
の
図
書
貸
し

出
し
数
は
人
口
一
人
当

た
り
確
か
全
国
一
と
聞

い
て
い
る
。
図
書
館
協

議
会
は
地
域
住
民
と
密

着
し
て
、
住
民
の
要
望

を
掴
み
な
が
ら
、
今
ど

う
い
う
文
化
を
育
て
る

べ
き
か
等
を
図
書
館
長

の
主
催
の
元
で
図
書
館

の
運
営
を
し
て
い
く
大

事
な
機
関
で
あ
る
。

　
教
育
・
文
化
一
般
に

解
消
で
き
な
い
も
の
で

再
検
討
せ
よ
追
求
し
ま

し
た
。
当
局
は
新
し
く

で
き
た
市
民
会
議
の
中

で
、
意
見
を
く
み
上
げ

て
い
く
と
し
て
再
考
の

考
え
が
無
い
と
し
ま
し

た
。

　
山
口
県
の
在
日
韓
国

人
の
組
織
か
ら
「
地
域

の
一
員
と
し
て
生
活
を

営
み
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
地
方
選

挙
権
を
付
与
す
る
よ
う

国
に
意
見
書
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
陳
情

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
地

方
参
政
権
付
与
は
日
本

人
と
同
じ
よ
う
に
税
金

も
払
い
、
生
活
し
て
い

る
し
、
国
際
的
な
流
れ

に
な
っ
て
い
る
の
で
採

択
す
べ
し
と
主
張
。
委

員
会
で
は
可
否
同
数
で

　
柱
島
地
区
の
救
急
患

者
用
の
高
速
艇
が
古
く

な
っ
た
の
で
千
五
百
万

円
で
新
し
く
買
い
換
え

　
第
二
運
動
公
園
用

地
と
し
て
平
田
四
丁

目
の
山
林
、
と
雑
種

地
を
購
入
。

　
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
が
、
建
設
計

画
は
未
定
と
の
答
弁

で
し
た
。

　
藤
本
議
員
の
所
属
す

る
総
務
常
任
委
員
会
は

七
月
末
、
二
泊
三
日
の

日
程
で
東
京
八
王
子

市
、
三
鷹
市
、
群
馬
県

前
橋
市
に
行
政
視
察
に

行
き
ま
し
た
。

　
八
王
子
（
人
口
53

万
）
で
は
市
民
生
活
に

密
着
し
て
い
る
15
課
を

時
差
出
勤
で
午
後
７
時

　詳しくは市議会ＨＰで　http://www.iwakuni-shigikai.jp/

ま
で
開
庁
し
て
い
る
。

　
１
〜
２
割
の
職
員
が
交

代
で
時
差
出
勤
し
て
人
件

費
の
増
は
無
い
と
の
事
。

参
加
者
一
同
、
こ
れ
は
岩

国
市
で
も
検
討
に
必
要
が

あ
る
と
、
感
心
。

　
群
馬
県
前
橋
市
（
人
口

22
万
）
で
新
駅
舎
建
設
に

つ
い
て
視
察
。
新
駅
設
置

は
総
事
業
費
32
億
円
。
内

市
の
負
担
は
22
億

円
。
駅
利
用
者
は

一
日
約
２
４
０
０

人
程
度
で
少
な

い
。

　
駅
周
辺
も
整
備

さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
費
用
の
割
り

に
利
用
者
が
少
な

い
の
は
無
駄
な
感

が
し
た
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

委
員
長
が
採
択
。

　
本
会
議
に
意
見
書
が

出
さ
れ
多
数
で
可
決
。


